
氏名 藤本　寿彦

学部担当科目

・言語・文学（四）
・国文学購読（六）
・演習Ⅰ（七）
・書誌学
・近代文学概論Ⅱ
・

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・近代文学論演習Ⅱ
・
・
・

授業科目

平　成　２２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近代文学会

昭和初年代におけるモダニズム詩の動向

学生とのコミュニケーションをはかるために、コメント用紙を配布しその内容を授業に
生かしている。

日本近代文学館図書資料委員
山形県西川町「丸山薫賞」実行委員

明治大学大学院文学研究科修士課程修了

文学修士

日本近代詩、幸田文研究

最終学歴

　【研究上の特記事項】

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

入試委員
図書館委員

大学院博士後期課
程担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科
目

・現代文学論
・
・
・



単著

単著

単著

単

単

④

②

⑤

①

③

④

⑤

①吉田　健一年譜

③

（その他）

②中上　健次年譜

⑤

③前衛詩の分水嶺/主知的抒
情詩の胎動

（学会発表）

②

③

④

吉田健一著『文学の楽しみ』用に該
当作家の生涯年譜を作成。

中上健次著『水の女』用に、当該作
家の生涯年譜を作成。

⑤

④

①幸田文「あとみよそわか」
論

②幸田文「糞土の墻」、新し
い語りを求めて

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2010年9月

2010年9月

2010年9月

「始更」

「始更」

「始更」

講談社文芸文庫『文
学の楽しみ』

講談社文芸文庫『水
の女』

2010年5月

2010年7月

日本近代文学において珍しい家事を
主題化したテクストが表象した問題
を明らかにした。露伴のいる風景
を、どのような方法でフィクション
化したかを考察した。昭和７年をモ
ダニズム詩の分水嶺と設定し、詩誌
「文学」（１２月発行）の掲載詩を
分析した。


